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宮城舞台技術者協会 令和４年 第３回部会⻑事務局会議 議事録

2022

⼩林道⼦（事務局）

場所⽇時

議
題

●古川⼯業⾼等学校演劇部顧問 ⾼橋様からのメールについて

株式会社東北共⽴様 ミーティングルーム

岸浪⾏雄

●理事会、第３回サロンの開催⽇程について
●宮城県芸術銀河について

橋本徳郎 ⽥嶋克彦

        9⽉から11⽉を中⼼に,本県の代表的な⽂化芸術事業を,実⾏委員会の主催事業,共催事業,そして協賛事業として県内各地で開催予定。

 尚、希望者がいない場合には、その旨を⾼橋様にお伝えする。

 ●8/29（仮⽇程）開催予定の理事会、サロンの開催については、コロナの感染拡⼤と会場の調整がつかないため、

  ８⽉後半に開催されることになっている、第⼀会計様（第１回サロンの講師をお願いした会計事務所）主催のインボイス説明会への

  参加呼びかけとして、振り替えることとする。

 ●芸術銀河とは

 詳しい内容を再度、顧問の⾼橋様に確認し、協会員に呼びかける。（事務局伊藤さんが再度電話を⼊れて確認）

 7⽉28⽇に顧問の⾼橋様から１０/５〜９開催予定の地区コンクールの舞台統括をできる⽅を探しているとのメールが⼊る。

 地区コンクール⾃体が低予算ということもあり、⾳響と照明については、先⽣⽅で対応。舞台の統括をお願いしたいとのこと。

 希望する協会員がいれば、直接、先⽣とお⾦の件を含めお願いする。協会としては、紹介のみ。

●第３回のサロンについては、第⼀会計様主催の「インボイス説明会」への参加呼びかけとして開催とする。

●芸術銀河の開催時期と場所 → 仙台サンプラザにて2⽉開催とする。

伊藤幸夫（事務局） 斎藤環江（事務局）

理事、事務局

  総合的に結びつけることで,みやぎらしい創造的な⽂化芸術圏の創出を⽬的に,宮城県が平成9年度から開催している⽂化事業。

  芸術銀河（みやぎ県⺠⽂化創造の祭典）とは,優れた⽂化芸術と鑑賞の機会を充実しながら,県内各地で開催される⽂化芸術活動を

  みやぎらしい個性が光り輝く,銀河のような⽂化芸術圏をみんなで作り上げていきたいという事業。

出
席
者

 たくさんの若者に参加をして、当業界に興味や関⼼を持ってもらうこととする。

 ⼤まかな内容としては、⾼校⽣以上を対象とした、専⾨的なバックステージツアーを開催。参加者は、時間を決めず、⾃由参加とし、

■古川⼯業⾼等学校演劇部顧問 ⾼橋様からのメールについて

■宮城県から依頼のあった芸術銀河の開催内容について

■理事会、第３回サロンの開催⽇程について

 早速、事務局伊藤さんが連絡をとったところ、これまでお願いしていた⽅と連絡が取れなくなったとのこと。

決
定
事
項

●古川⼯業⾼等学校 ⾼橋様に事務局伊藤さんより再度内容確認の電話を⼊れ、その後に、協会員に募集をかける。

6名



議
事
内
容

■第４回サロン、理事会開催について
 ●10⽉の3⽇または4⽇に開催とする。

  内容は、来年度の活動体制を決めたい。理事の⼈数を少なくし、個⼈会員の皆さんからも理事に就任していただきたいと考える。

  会場の押さえ等まとまり次第、会員にお知らせする。

 ●開催予定として、協会員が⽐較的時間のとりやすい、2⽉に開催とする。

  学⽣さんは、試験等あるが、学校⾏事等は考えず、こちらの都合⽇程で開催とする。

  参加者は、１⽇拘束とはせずに、都合の良い時間にそれぞれが参加。たくさんの若者に本業界に興味や関⼼を持ってもらう。

 ●会場押さえは、これからだが、仙台サンプラザで開催はどうだろうか。

 ●以前、部会⻑の菊地さんや他の皆さんからもご提案のあった、バックステージツアーを開催してみては、どうだろうか。

  ⾼校⽣以上を対象とし、専⾨学⽣や若⼿従業員、協会員の会社に新規⼊社予定の者など、若い⽅を対象にして開催。

 ●通常ホール等で開催しているバックステージツアーよりも、より専⾨的にレベルの⾼いものを提供する。

  内容は、これからだが、現場の参考映像を⾒せたり、実演体験をさせたりする。


